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PRESS RELEASE＿2023.08.29

株式会 社リクル ー トホール ディングスはアー トセ ンター B U G を9月20日に

グランドオープンします。 

記念すべき1回目の展覧会として雨宮庸介個展『雨宮宮雨と以』（読み：あめ

みや き ゅうとい） を開催いたします。雨宮は20 0 0年の第15回グラフィッ ク

アート 『 ひ とつぼ展 』グランプ リを受賞し、2011年には 現公益財団法人江

副 記 念 リ クル ー ト 財 団 の 奨 学 金 を 受 給 して オ ラン ダ 留 学 を 実 現 する な

ど、キャリアを築く中で当社が度々バックアップしてきたアーティストです。 

オ ランダ 留学以後 は ド イツ・ベ ル リ ンへ拠 点を 移 し、活 動 を 続 け てき ま し

た。絵画や彫刻、映像、パフォーマンスを取り入れた領域横断した制作方法

は、「世界」という ものの条 件や 普 遍性に 揺さぶりをかけるための実 践 とも

言えるでしょう。 

たとえば、2014年にはじめた1300年かけて行うプロジェクト 「1300年持

ち 歩か れ た 、な んで も な い 石」（h t t p : // i s h i m o c h i . c o m ）な ど はそ の

最たる例とも言えます。このように、アートによって世界をまなざし、組み替え

ようとする態度は、BUGの理念と共鳴します。 

本展では雨宮のこれまでの活動の蓄積を新たに発展させ、まっさらの空間

に化学反応を起こすような出来事を創出してゆきます。

雨宮庸介個展 「雨宮宮雨と以」

アートセンターBUG 9月20日にグランドオープン。こけら落としは雨宮庸介の個展！

会期 :2023年9月20日（水）〜10月30日（月）　11:00 -19:00 火曜休館

■人生最終作のための公開練習

最終作や絶筆の事を、 白鳥が死に際に鳴く事になぞって、 「スワンソング」 と言います。 雨宮の試みは常にこのスワンソングのためであり、

本展も例外ではなくスワンソングのための長い長い準備の一環といえます。

本展のために新しくはじめた原稿彫刻シリーズは、 雨宮がこれまで紡いできた作品の中での原稿（スクリプト） を言葉の持つ脆弱さや繊細

さを持ったまま、 彫刻という永続性と象徴性が信じられているメディウムと組み合わせます。 また、 その原稿は、 作家本人が会場にて行う

話すことや鑑賞者とのコミュニケーションを中心としたパフォーマンスであるレクチャーパフォーマンスによって生み出されていきます。

スワンソングや人生最終作というとどこか後ろ暗いものを感じてしまいますが、 一個人の生よりもはるかに長いスパンで生きることとなる

「作品」 をどのように残してゆくのか、 雨宮の設定している課題はいたってポジティブです。 つまり、 本展においては、 パフォーマーとして作品

の素 材と もな っている雨宮の不在をどのように祝うことができるのか。 木曜日 （9/28、 10/5、 19、 26） はラッキーデーとして、 雨宮ではな

い人たちが雨宮の紡いできたレクチャーパフォーマンスを引き継ぎます。 「わたし（＝雨宮）」 と 「わたしたち（＝雨宮以外の私たち）」 はどのよう

にまじわり合うのでしょうか。 準備というよりも試行錯誤、 試みというよりも営みとも言うべき、 一人のアーティストの固い決意と七転八倒で

迂回に満ちた生き方は展覧会の範囲を超えたところできらめきを発します。

「雨宮宮雨と以」という変わった 展 覧会名は「あ めみや きゅうとい」と読 んでく ださい。作家の苗字であ る「雨宮」に 続くのは「Q（きゅう）」と

「問い（とい）」。よく目を凝らしてみると不思議に満ちた世界をいちいち問い直したり、疑問を呈すことで、織り直される新たな不思議が本展

では充満していきます。

また、漢字に注目してみ ると、雨宮の鏡文字である「宮雨（きゅう）」と、ものごとの基点を意味する「以」が使われています。雨宮を鏡で うつ

したときに表われる「宮雨」は、作家そのものが鏡の中へ自らと似て非なる形で 潜り込み、雨宮宮雨に並ぶ「と以」は、以上と以下の境目を

示します。これまで雨宮が掲げてきた「いつのまにかの越境」を引き出す展覧会名です。

■展覧会名に込められた意味

展覧会について



1975年茨城 県生まれ 。山梨 県在住。第15回グラフィックアート 『 ひ とつぼ展 』 グランプ リ。現公益財団法人江副記念リクル ート財団の

奨学生として2011年に渡欧し、2013年Sandberg  Institute （アムステルダム、オランダ）修了。2014年度文化庁新進芸術家海外研修

員（アムステルダム、オランダ）。以降、ベルリンに拠点を構え、2022年に帰国。現在、日本を拠点に活動。 

主な個展に 『H&T. A,S&H. B&W. (Heel&Toe. Apple,Stone&Human. Black&White.)』 SNOW Contemporary、東京（2021）、

主なグル ープ展 に 『土とともに  美術にみる〈農〉の世界―ミレー、ゴッホ、浅井忠から現代のアーティストまで―』 茨城県立近代美術館（2023）、

『Reborn-Art Festival 2021-22』 日和山公園 旧レストランかしま、宮城（2021）、『りんご宇宙―Apple Cycle/Cosmic Seed』弘前

れんが倉庫美術館、青 森（2021）な ど。 

雨宮庸介（あめみや・ようすけ）／ Yousuke AMEMIYA
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■関連イベント

■アーティスト ・ 雨宮庸介の挑戦

本展において雨宮が試みることは 「世界」の翻訳です。過去作である映像作品や新作となる原稿彫刻のシリーズからなるインスタレーション、

作家本人によるレクチャーパフォーマンスにて構成される本展は、言葉や物質、身体といった様々な要素により成り立っています。

この世界には言葉にできないような出来事が毎日起こり、私たちは言葉にならないような感情を前に立ち尽くすこともあるでしょう。かろうじて

見つけた近しい言葉で、私たちは普段のコミュニケーションをはかります。

雨宮は逐語訳（原文に対して文法を忠実に翻訳すること）と自由訳（原文に対して意味や受け取る印象を忠実に翻訳すること）、という二つ

の翻訳の方法を表現の手法として使い分けます。時に直接的に、時に詩的に、言葉を物質として翻訳したり、身体を言葉として翻訳したりする

ことで、雨宮にとって、さらには、私たちにとって「世界」とはどこからどこまでなのかを問いかけます。

私たちが普段は行わないコミュニケーションの方法は、時間や空間を超えて普遍的なものとして機能し、アートという営みの真髄をそこに見ます。

本展では、昨年までベルリン在住であった雨宮が帰国後に見せる展示としては最も大掛かりなもので、会期中の大半を会場内で過ごすという

作家の挑戦を目撃します。雨宮の活動当初より貫かれている制作への動機の他に家族やライフスタイルの変化というプライベートな出来事

も織り込まれながら、展覧会は生成変化してゆきます。

作家紹介

会期中にイベントを実施します。詳細は決まり次第ウェブサイト、SNSにてお知らせします。

https://bug.ar t  

[Twitter ／Instagram ] @bugar t_tok yo

[facebook ] bugar t.tok yo

■BUG Cafe コラボメニュー

「1300年後のコーヒー」（仮）

BUGでは展覧会ごとに併設するBUG Cafe（運営：株式会社HAGISO）とコラボメニューをつくってゆきます。

本展では、アーティスト、展覧会担当者、レシピ開発担当、カフェスタッフとワークショップを開催してメニューを考案しました。

雨宮が2014年にはじ めた1300年かけ て 行うプロジェクト「1300年持ち歩かれた、な んで もない 石」を 発想源にし、1300年後のコ ー

ヒー に 想像 を膨らませ ました 。コ ー ヒーと 思って飲 んで いたものが、いつから コ ー ヒーでない こ とに気づき、いつから コ ー ヒーでないものに

なるのか。いつもとは少し変わったコーヒーを展覧会とともにお楽しみいただけます！

最新情報はウェブサイト、SNSにてお知らせします。

https://bug.ar t

［Instagram］@bug__cafe

タイトル：雨宮庸介個展　雨宮宮雨と以

英語タイトル ： A Q & I  

会期 ：2023年9月20日（水） ～10月30日（月）

　　　 　 　 　  11:00〜19: 00　　火曜休館　入場無料

主催：BUG

協力：SNOW Contemporar y、THINK  OF THINGS

■展覧会概要

最新情報はウェブサイトやSNSをご確認ください。

https://bug.ar t 

[Twitter ／Instagram ] @bugar t_tok yo

[facebook ] bugar t.tok yo



日時：2023 年9月19日（火）　

①13:00-14:30 (12:30-受付開始)

②15:00-16:30(14:30受付開始)

※会場の収容人数の都合上、2部制で実施します。どちらも内容は同じです。

参加のご連絡をいただく際に、ご希望の時間帯もお知らせください。

タイムライン（予定）：

12:30-/14:30-　受付開始、自由内覧

13:00-/15:00-　雨宮庸介によるレクチャーパフォーマンス

13:30-/15:30-　ギャラリーツアー（展覧会担当 檜山真有より）

13:45-/15:45-　BUG の活動紹介（責任者 花形照美より）

14:00-/16:00-　個別取材、自由内覧

14:30 / 16:30  　 終了

ご参加方法：

以下のフォームよりお申し込みください。

https://forms.gle/exoPcvQTHKQ4xFrd7

お問い合わせ先 ： 株式会社リクルートホールディングス リクルートアートセンター　　　　広報担当　　　桑間
Mai l : ch_kuwama @ r.recru it .co.jp 　 　 　Te l : 080 -4172-6237　
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■メディア向け内覧会

交通アクセス 

JR東京駅八重洲南口から徒歩3分 

東京メトロ京橋駅8番出口から徒歩 5 分 

東京メトロ銀座一丁目駅1番出口から徒歩7分

 

BUGには専用駐車場はありません。ご来館には公共交通機関をご利用ください。 

BUG
〒100 -6601 東京都千代田区丸の内1-9 -2 グラントウキョウサウスタワー1F 


